
３ 青森県の水道整備の基本方針

青森県水道整備基本構想に掲げる以下の基本方針に基づき、広域的、計画的な水道の整備の推
進に努める。

安全でおいしい水の供給
安定した水供給体制の

確立
安心できる水道の整備

利用者の視点に立った

水道づくり

原水の水質に応じた適切
な浄水処理と水質管理を
行うとともに、水源地域の
保全により原水の水質を向
上させ、安全でおいしい水
を利用者に供給する

新規水源の開発や既存
水源の有効活用により安
定水源を確保するとともに、
水利用の広域化や水の用
途間転用により合理的な
水利用を図り、安定した水
供給体制を確立する

施設の耐震化を推進する
とともに、災害時の相互応
援体制を充実させ、利用者
が安心できる水道を整備
する

十分な情報公開の下で
利用者のニーズを的確に
把握し、ニーズに応えられ
る水道サービスを提供する
とともに、経営の合理化を
推進し、利用者の視点に
立った水道づくりを進める

【参考】厚生労働省の新水道ビジョン（H25年3月）における理想像と方向性

新水道ビジョンにおける水道の理想像

時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、必要な量、いつでも、
どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受け取ることが可能な水道

【安全】
いつでもどこでも安心して
おいしく飲める水道

【強靱】
被災を最小限とし、被災しても
迅速に復旧できるしなやかな水道

【持続】
給水人口・給水量が減少しても長期的に
健全かつ安定的な事業運営が可能な水道


